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［平成２２年度の主な事業です］

【七ヶ宿白石線代替バス購入事業】
〈事業費　１，６８６万円〉

　七ヶ宿町と白石市間の運行をす
るために代替バスを１台購入しま
した。

［平成２２年度の財政健全化判断比率］
財 政 健 全 化 判 断 比 率

実 質 赤 字 比 率 －
普通会計の赤字額が町の標準財政規模に対してどの程度の割合になってい
るか示す指標です。

連 結 実 質 赤 字 比 率 －
全会計の赤字額が町の標準財政規模に対してどの程度の割合になっている
か示す指標です。

実 質 公 債 費 比 率 10.1
普通会計が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する
比率です。

将 来 負 担 比 率 － 普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率です。

資 金 不 足 比 率 －
簡易水道、公共下水道、診療所の各会計で資金不足額の事業規模に対する
比率です。

※　数値が入っていない部分については、七ヶ宿町は黒字であったため指標として現れませんでした。
※　標準財政規模・・・自治体が、標準的な状態のとき、通常収入される経常的一般財源の規模のことを表します。
　　　　　　　　　　　平成２２年度の町の標準財政規模は、１６億１，７３５万円です。

　今回は、平成２２年度の決算の状況をお知らせしました。
　平成２１年度と比較すると地方交付税の増額、雇用対策事業による賃金、森林組合に対する貸付金等
が増加となりました。町の財政は今のところはやや健全な状態にあります。一部では「長引く景気低迷
も底はついた」とは言われていますが、自主財源である地方税は年々減少し先行きの見えない経済情勢
は依然として続いています。また、３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震による災害復旧費が増
加し、依存財源割合の高い本町にとっては、予断を許さない状況は続くものと思われます。そのためにも、
今は大丈夫だからと気を緩めることなく、将来的な健全財政の維持と住民サービスの低下を招かないた
めにも、僅かな歳入を見のがさず、日常の無駄を排除し、社会情勢の変化に柔軟に対応できる財政基盤
の構築を常に心がけていかなければなりません。

担当：総務課　三 上
ホームページアドレス 　http://www.town.shichikashuku.muyagi.jp/

【地域づくり交付金事業】
〈事業費　３９８万円〉

　平成２０年度からこの事業が始
まり、各地区の委員の方々が地域
の課題解決や世代間交流などを計
画し、町民の方々が協力しあい地
域づくりに取り組んでいます。

【圧雪車購入事業】
〈事業費　３，２８６万円〉

　七ヶ宿スキー場で使用する圧雪
車を１台購入しました。

【敬老の集い】
〈事業費　３３万円〉

　６５歳以上の方々を対象に、カ
ラオケや寸劇また踊りなどの催し
物を行い長寿のお祝いをします。

【保育所運営】
〈事業費　４，７２３万円〉

　明るく元気で豊かな人間性を育
むよう保育所事業の充実を図り、
湯原保育所・関保育所を運営して
います。

【ブロードバンド環境整備】
〈事業費　８，１５１万円〉

　光ファイバー網の整備を行いブ
ロードバンド環境を整備しました。

歳入から歳出を差し引いた実質収支は…

七ヶ宿町の平成22年度決算の状況をお知らせします七ヶ宿町の平成22年度決算の状況をお知らせします
　みなさんから納めていただいた税金や国・県からの補助金がどのように使われているかをお
知らせします。
　今回は、平成２２年度の一般会計及び９つの特別会計の決算が９月の定例議会で認定されま
したので、普通会計（一般会計・町営バス特別会計・介護サービス特別会計）を中心に概要を
お知らせします。
　平成２２年度に普通会計において町に入ったお金（歳入）は、２４億５，５６６万円で、町
が使ったお金（歳出）は、２３億３，４４２万円でした。前年度と比べると歳入は６，４９６万
円の増（プラス２．７％）、歳出は９８２万円の増（プラス０．４％）となりました。

決 算 の 状 況

12,124万円の黒字となりました12,124万円の黒字となりました

歳　入

地方税 5億 4,168 万円（→ ）
町民税、固定資産税などみなさんから納められた税金です（ダム交
付金も含まれます）。

地方譲与税・各種交付金 6,720 万円（ →）
自動車重量譲与税及び地方消費税交付金や利子 ･配当にかかる税の
一部が町に交付されたお金です。

地方交付税 10 億 7,241 万円（ →）
地方税の収入が少ない団体に財源を保障し、一定の行政サービスを
提供できるよう国から交付されたお金です。普通地方交付税と特別
地方交付税があります。

国県支出金 3億 8,930 万円（ →）
国から特定の目的のために支出されるお金です。経済対策臨時交付
金も含まれます。

繰入金 8,256 万円（→ ）
財源不足を補うために基金などから補てんしているお金です。減債
基金、振興基金などが含まれます。

繰越金 2,610 万円（→ ）前年度から持ち越したお金です。
地方債 1億 6,907 万円（ →）町が財源を確保するために借り入れたお金です。

その他 1億 0,734 万円（ →）
町の施設使用料や町営バスの使用料・中小企業等への貸付金の元利
収入などのお金です。

合　計 24 億 5,566 万円（ →）

歳　出

人件費 4億 8,992 万円（ →）
町長や議会議員の報酬、職員の給与、共済組合（社会保険）の負担
金などになります。

物件費・維持補修 3億 5,714 万円（ →）

物件費は電話代や郵便代、燃料費、光熱水費、消耗品費、委託料な
どになります。
維持管理費は町が管理する公共用施設等を維持するための経費にな
ります。

補助費・扶助費 3億 1,184 万円（→ ）
補助費は各種団体への補助金、仙南広域行政事務組合や公立刈田綜
合病院等への負担金になります。
扶助費は生活するための社会保障給付金、医療費助成などになります。

普通建設事業費 3億 1,006 万円（→ ）
除雪ドーザー、圧雪車、七ヶ宿白石線代替バスの購入などに使われ
たものです。

積立金 2億 3,003 万円（ →）
町の貯金で財源不足が生じた時の蓄えとして、財政調整基金などに
積み立てたお金です。

出資金・貸付金 1億 1,733 万円（ →）民間等に対して必要な資金の貸し付けを行うためのものです。

繰出金 2億 5,538 万円（→ ）
国民健康保険、診療所、介護保険、老人保険、後期高齢者医療、簡
易水道、公共下水道などの特別会計に補てんしたお金です。

公債費 2億 6,272 万円（→ ）町が財源を確保するために借り入れたお金の返済金です。

合　計 23 億 3,442 万円（→ ）

※　（　）内の矢印は、平成２１年度決算と比較しての増減を表しています。


